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Garth Nicolson博⼠は、細胞膜の流動モザイクモデルの提唱者として名⾼い。S. J. Singer博⼠と共著で1972年にScience誌に発表された
この論⽂は、Nicolson博⼠の博⼠論⽂を発展させたものであったが、そこで述べられている細胞膜の構築がダイナミックに変化するという
概念は、その後の細胞シグナル、細胞間相互作⽤、細胞オルガネラの機能などの研究の発展に⼤きな影響を与えた。この研究成果はもとも
と細胞表⾯の糖鎖の分布状態を糖鎖結合タンパク質を使って電⼦顕微鏡で検出することによって達成されたものであった。同時にNicolson
博⼠は、細胞表⾯の糖鎖の動き易さががん細胞と正常細胞で異なることを発⾒した。これらの成果を背景に、がん転移の研究に向かった
Nicolson博⼠は、がん転移における⾎管内⽪の重要性を早くから指摘し、⾎管内⽪細胞外マトリックスの成分であるヘパラン硫酸を分解す
る酵素ががん転移に関与することを発⾒するなど、この領域に数多くの貢献をした。その後は流動モザイクモデルの考えに基づき、リン脂
質と抗酸化物質を⽤いた膜脂質置換療法を慢性疾患や原因不明疾患の治療に積極的に導⼊し、成功をおさめている。


